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く大学の動き＞

創立記念式典の挙行

6月18日（土），本学創立86周年記念式典が，

名誉教授，部局長ら関係者多数の出席を得て，京

大会館において挙行された。

この日の式典は，午前10時 5分に始まり，総長

式辞，永年勤続者の表彰，永年

勤続者代表の答辞に続いて，津

村宏名誉教授の発声により本

学の発展を祈念して万歳三唱が

行なわれ，午前10時50分終了し

た。

本年の勤続 30年表彰者は 45

名，勤続20年表彰者は 140名，

計 185名である（被表彰者氏名

は 6月24日学報第4030号に掲載

されている）。

総長は式辞の中で，これら永

年勤続者の労をねぎらうととも

学術出版会設立準備委員会

の答申

京都大学に学術研究及びその成果の発表を助成

する学術出版会の設立の諸問題を調査することを

目的として，昭和56年12月1日学術出版会設立準

備委員会が設置されました。同委員会では，昭和

57年 1月12日の第 1回会議以降， 1年半にわたっ

て，設立のための諸問題について慎重かつ意欲的

に調査審議が重ねられてきました。このたび，同

委員会から，その審議結果の答申がありましたの

で，この問題の重要性に鑑み，ここに答申全文を

掲載して，広く学内にお知らせします。

この答申をまとめられた委員各位の長期にわた

る御努力に対し，深い敬意、と感謝の意を表しま

す。

昭和58年 6月14日

京都大学総長沢田倣男

に，この一年間における本学の動向について，研

究 ・教育の場としての条件整備，研究 ・教育体制

の整備充実，学術国際交流などの現況と大学にお

ける基礎研究推進の重要性などを述べた。

引き続き11時から同会館 2階会議室で名誉教授

懇談会が，また11時45分から l階講演室で永年勤

続者のためのパーティーがそれぞれ開催された。

昭和58年 6月7日

総長沢田敏男殿

学術出版会設立準備委員会

委員長林 良平

京都大学学術出版会設立準備委員会の

審議結果について（答申）

本委員会は，京都大学に学術研究及びその成果

の発表を助成する学術出版会を設立するための諸

問題について調査，審議を重ねてまいりました

が，このたび，その結論を得ましたので別添のと

おり答申いたします。

本答申の趣意が学内において積極的に検討さ

れ，学術出版会の設立が早期に実現されることを

要望いたします。
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（日I］添）

日次

京都大学学術出版会設立準備委員会

答 申

I まえがき

一一京都大学学術出版会設立準備委員会の経緯

Il 京都大学学術出版会の目的 ・理念とその必要性

I. 出版会の目的

2. 目的を補足する大学出版部の理念

3. 出版会の必要性

Ill 京都大学学術出版会の具体的情怒！

I 出版会の設置形態

2. 出版会の組織

3. 出版会の事業内容

4. 出版会の企画と編集

(1) 出版物の分類

(2) 出版物の特徴と企画 ・編集の組織

(3）先行事業

5. 出版会の財政と経営

(1）基金に基づく事業

(2）基金を運用しつつ行なう出版事業

(3) 大学出版の特徴

(4) 出版事業の構造と問題点

(5）公益事業としての運営

IV おわりに

附．学術出版会設立準備委只会委員名簿

I まえカTき

一一京都大学学術出版会設立準備委員会の経緯

京都大学学術出版会設立準備委員会は，「学術 出版会

設立準備委員会要項」（｜昭和56'9三12月l日総長裁定〉に

基づいて設Eまされた。昭和57年 l月の第 l回会議以来，

I 年余りにわたり， 「京都大学に学術研究及びその成果

の発表を駒成する学術出版会を設立するための諸問題を

調査する。」（要項二）とともに，本学に学術出版会を設

立することの可否について，種々の角度から検討を重ね

てきた。ここに答申を行なうにあたり，はじめに，本委

員会設i丘に至るまでの経緯，並びに本委員会の審議経過

について述べることとする。

本学教官や本学関係者の聞に学術出版会の設立を求め

る動きが起ったのは，十数年前に遡り，大学としても，

この問題について対応を行なってきた。昭和46年には，

当時，学内における意見交流の場として設けられていた

「月曜会」において，このことが取り上げられ，数次にわ

たって討議された。その後，「月曜会」における討議の

結果を踏まえて，非公式の委員会が設けられ，ここで予

備的な検討が進められることとなり， その調査・検討

は，歴代総長とも緊密な連絡を保ちながら，昭和56年10

月まで続けられた。木委員会は，このような学術出版会

の設立を求める学内各方面の熱意と活力とを背景に，こ

の構想を本学の全学的なプロジェクトとして推進するこ

との可能性を検討するために設置されたものである。

本委員会は，昭和57年 1月12日，総長出席ーの下に第 l

回会議を開催して以来，昭和58年5月までに14回の会議

を重ね，他大学の大学出版会をはじめ，各方面の関係資

料をも広く収集 ・分析しながら，本問題について検討を

続けてきた。その問，第3回会議（昭和57年2月10日〉

において，本委員会に，総務，編集，経耳E，市場及び広

報の五つの小委員会を設けることが決定され，以後，各

小委員会は，それぞれの担当する分野の諸問題について

個別的，具体的な調査 ・検討を進めてきた。

なお，本委員会の設置並びに審議経過等については，

「京都大学学報」第3960号（昭和57年 1月16日），「京大

広報」 No.233 （昭和57年4月15日）， 次いで No.238 

（昭和57年7月 l日〉に報告されている。また，昭和57

年6月28日には，総長並びに部局長会議に対して， 口頭

による中間報告が行なわれている。

以上のとおり慎重審議の結果，本委員会としては，本

学がその盛かな学術的蓄積と活力を背最に，また学内各

方面の要望に応えて，独自の出版機構をもつことは，学

術の進歩 ・交流に寄与するだけでなく ，大学の社会的使

命を遂行するうえでも，その意義は大きいとの結論に達

した。ここに学術出版会の創設を要望するとともに，そ

の設置形態と運営の具体的構想について答申する。

JI 京都大学学術出版会の目的 ・理念とその必要性

I 山版会のII的

乍術出版は，研究の成果を記録にとどめて次の教育 ・

研究の発展に資するために不可欠のものであるが，およ

そ学術者の出版と，出版に至るまでの学術研究や調査の

過程とは，相互に切り離すことのできない緊密な関係に

ある。研究機関としての大学が独自の出版機構をもつこ

とは，学術研究過程や調査過程の整理 ・集約を促進し，

経済的理由や編集上の理由により出版の機会にめぐまれ

なかった高度の研究成果にも，公表の機会を得やすくす

るであろう。

このような基本的事情を踏まえつつ，研究成果として

の学術丹の自主的な出版を行なうことによって，大学に

おける研究活動を助成し促進すること，また逆に研究の

過程そのものへの支援 ・助成によって，真に高度の学術
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3の出版会可能にすること これが111版会設立の中心

的趨訟で、ある。さらに11¥J:li会は，この主たるが業を中心

として，学術講演会等の事業をも行ない，広く学術の娠

輿と学問的成果の普及に寄与することを目的とするもの

である。

2. R的を補足する大学出版部の理念

上述した趣怠と目的は，これを大学出版部の理念とし

て抱えl立すならば，次の読点として提示することができ

る。

(1）乍術1111坂は研究所勤の不可欠の一部であり，むし

ろ研究活動そのものであるとさえいえること。

(2) したがって，学術研究の成果の公表としての出版

は，研究の過程と深く結びついた仕方で，また研究

の広がりと連続性 ・系統性を断まえた形で刊行され

るとき，最も本来的な1主義をもちうること。

(3) その意味において，大学出版印は大学の不可欠の

一拐をなすものであり，また，その機構を通じて学

術研究の公表 ・出版を行なうことは大学の責務であ

ること。

い）大学はこの責務を以上のような仕方で来すことに

よって，国際的交流を含めて研究者の相互交流を促

進するとともに，社会に対しては高度の知識を伝達

し還元することによって，広く教育 ・学問 ・文化の

ための確実な俄石を提供し得ること。

このような大学出版部の理念は，一大総合学術センタ

ーともいうべき京都大学に特にふさわしいものであり，

J文部大学は，その固有の出版部を通じてこれらの理念の

現実化に努めることによって，教育 ・研究活動の促進と

社会への伝達において大きく公益に寄与することができ

るであろう。

3. 出版会の必姿性

出版会が必要であることの内的な理由は，上述した出

版会の目的と理念のうちに尽くされている。

学術出版は，大学自身の手により大学独自の出版機椛

を通じて行なわれるとき，最もその本来の目的を達成す

ることができるし，そうすることがまた，京都大学にと

って必要な責務なのである。

次に外的な理由または条件としては，第ーに出版企業

と出版界の現状がある。もとより従来から出版企業は学

術出版に多大の貢献をなしてきたのであるが，社会的状

況の般移のなかで出版界も情報産業としての性絡をつよ

め，専門的学術1}の出版が現在きわめて困難な条件のも

とにあることは否定できない。啓蒙書の量産や知的流行

を追う出版企画が，とかく優勢になりがちな全般的状況

のなかで，学術出版が上述のような本来の望ましい形で

一研究の過程と深く結びつき，研究の広がりや系統性

・継続性を踏まえた形で一行なわれることは，経済上

の理由もあって，至難のこととなっている。

外的条件の第二は，学術出版に対する公的な媛助 ・補

助が少ないということである。公的有llJl;IJの最大かつほと

んど唯一のものは，文部省科学研究費による助成金のう

ち，研究成果刊行政であるが，これには種々の制約があ

り，本来的な学術出版への要望を充足させるには，到底

十分なものとはいえなし、。また，研究成果刊行費の総額

は，ここ数年間変らず，刊行費を与えられた学術図書の

件数は年々減少している。他方， 民間の場合において

も，総じて学術研究の成果刊行への援助が学術研究への

助成に比して，まだ不十分であるのが現状である。この

ような現在の条件のもとでは，上述のような学術出版に

ついての理念を生かすために，大学が固有の出版機構を

もつことの必要性は，きわめて大きいといわなければな

らなし、。

ちなみにアメリカにおいては，学術出版のうち人文科

学関係の 8割，社会科学関係の 5illiJ，自然科学関係の 2

割が，大学出版部によって刊行されている。この実態

は，大学出版部の有効性と必要性を雄弁に物語っている

であろう。

皿 京都大学学術出版会の具体的構想

京都大学が，上述の趣意に沿って，その内的力量を効

果的に顕在化する独自の出版機構を実現するためには，

どのような設置形態をとるべきか，その事業内容や出版

企画はいかにあるべきか，また，その経営や基金の規模

はどうあるべきかなど，検討を要する事項は多い。出版

会設立の具体的機想について，本委員会で検討したとこ

ろを要約すれば，以下のとおりである。

l.出版会の設置形態

大学国有の出版機構すなわち大学出版部は，大学にお

ける学術研究成果の社会への伝達機構として，大学と不

可分の関係にある。事実，大学出版部の政も発迷してい

るアメリカにあっては，その多くは学内の一部局として

位置づけられている。これに対して，わが国では私立大

学の場合は別として，国立大学では，内部機構として出

版部をもつことは，制度的にほとんど不可能であり，独

立した法人の形態をとっていることが多し、。

さきに「出版会の目的 ・理念とその必要性」において

述べたように，大学固有の学術出版事業は，研究者と緊

密に連絡しつつ，その学問の成立と展望に沿う形で出版

企画をうながし，各分野での研究進展の指標となるよう

な高度の学術告を世に間い，これによって学術活動のー
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貯の発展に資するという意味で，研究活動と一体をなす

ものである。さらに，印刷公表によって，高度の学問的

知見を広く利用することが可能となることを思えば，大

学固有の学術出版活動は，大学のもつ重要な公益的機能

であるということができる。

このように考えるならば，京都大学学術出版会は，公

益法人である財団法人としての設置形態をとることが最

も妥当である。すなわち，学術出版会は，大学における

研究活動の一環として，その成果を社会に伝達する役割

を有するものであって，それ自体が蛍利を目的とするも

のではなく，学界はもとより広く一般社会に稗益しよう

とする公益目的を達成しようとするものである。しか

し，この目的を十分に迷成するためには，その事業に対

する経営的基盤の安定を必要とする。

この財団法人を京都大学学術出版会と称して，「京都

大学」の名を冠することにより，教育・研究の総合的中

心をなす京都大学全体を視野に収め得るとともに，京都

大学総体からの支援を享受しつつ，しかも国立大学の制

約を離れて，出版会は，その理念に沿って独自に事業を

実施することができる。また，出版会が京都大学の名を

冠する以上，京都大学の正式機関〈評議会等〉の承認の

もとに法人設立の諸手続がすすめられるべきであり，財

政的にも長期的展望にたった経営の安定性が要請されよ

う。

2. 出版会の組織

出版会の組織には，法人の代表としてその業務を総理

する理事長のほか，理事，監事，評議員および事務局職

員をおくことは， 公益法人としての一般的要請である

が，京都大学との深L、かかわり合いの象徴として，会長

職をおき，京都大学総長をこれに充てることが望まし

L、。

学術出版は高度に専門的な業務であり，学問のあらゆ

る分野にわたる研究成果の刊行を業務とするので，これ

に対処し得るような，柔軟な体制の確立に十分の配慮が

払われなければならない。この意味で，理事会とくに常

任理事会が業務推進の主体となり，事業の円滑適正な遂

行と経営の安定をはかり，各種委員会および出版事務局

を統括することが望まれる。

3. 出版会の事業内容

出版会の事業内容をその設立の理念と目的に即して述

べるならば，学術専門書等の出版活動およびその過程を

通しての学術研究活動の助成，並びに研究成果の国際社

会への伝達 ・普及にあるということができる。いま，こ

の観点から出版会の事業の諸側面を分類 ・列挙すると，

次のようになる。

(1）学術研究古・誌の刊行および翻刻 ・復刻事業

〈これについては， 「4. 出版会の企画と編集」

の項参照〉

(2) 出版過程を通しての学術研究活動の助成事業

①学術書・誌刊行業務の代行

② 出版を目途とする学術研究 ・調査ならびに共同

研究に対する助成

(3) 国内外の大学出版部や研究機関との共同〈出版〉

事業

似）学術講演会や学術講座の開催など学術啓蒙活動

以上の事業の遂行に当って，本委員会の審議過程にお

いて取りあげられた主要な点は，次の四つに集約され

る。

①大学が独自の出版機構を持とうとする所以は，学

術的価値の高い研究成果を進んで世に問うことにあ

る。このため，一般の出版企業が採算上の理由から

取り扱いにくいような出版を試みることが，学術研

究の発展のために必要である。

② 他方では，より市販性の高いもので・再版の可能性

のあるものを出版することにより，経営の安定をは

かる必要があるが，この場合でも，京都大学独自の

高い学問的水準の維持に努めなければならない。

③学術研究ないし学術情報は，本来， 国際的性格を

もつものであり，京都大学の枠をこえた交流が求め

られる。大学という共通の組織を基盤として，国際

的な知的ネットワークのもとに，大学出版部が先端

的学術情報の供給源として，国際社会における積極

的な役割を果たすことが期待される。

＠ 出版会の経営的基盤の確立をまって，学術出版を

通して，研究活動の促進をはかるとともに，広く社

会に対する学術啓蒙活動を行なうことも出版会の重

要な事業である。

4. 出版会の企画と編集

出版会の事業内容についてはすでに述べたが，その中

心的な任務が，学術専門容を中絞とする学術図書の出版

にあることは，大学出版部の理念に照しでも明らかであ

る。ここでは，その出版の企画と編集のあり方，出版物

の分類や特徴などについて述べることにする。

(1) 出版物の分類

出版会の刊行物は，学術専門書の刊行を最大の日

的としつつ，次のように分類することができる。

①専門的学術図書

②翻刻 ・復刻版

③一定の企画による双書，全書，体系主？，事典，

資料集

＠ 国際会議等の会議録
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⑤教科書及び補助教材，講義録

⑥文献目；録 ・学術雑誌目録 ・索引 ・名鑑等の基礎

資料

⑦科学研究費研究成果刊行政による出版

③定期刊行物，学会誌，紀要的なもの

(2) 出版物の特徴と企画 ・編集の組織

① 内容上の特徴

出版会が刊行する出版物の特徴は，一言でいえ

ば，京郎大学の出版会にふさわしい学問的水準を

もった学術図書であるということに尽きるであろ

う。このことに関連して，次のような諸条件が考

えられる。

0 出版会の理念に関連して述べたように，研究

の過程と深く結びつき，研究の広がりと連続性

．系統性をふまえた形で刊行される学術図書で

あること。

0 上記出版物の分類において挙げた双授や教科

m等についても，当該学術分野の発展に沿った

ユニークなものであること。

0 国際的視野に立ち，学術研究の国際交流を促

進する出版物であること。そのために，欧文出

版物がある程度の比重を占めることも考えられ

る。

②企画 ・編集の組織

出版会は，上述のような出版物の特徴を堅持す

るために，一定の企画 ・編集の組織をもたなけれ

ばならない。その組織の詳細をここで確定するこ

とはできないが，差し当っては，上述の理事会ま

たは常任理事会が形式的なものにとどまることの

ないように，実質的な事業推進体として組織さ

れ，そのもとに企画 ・編集委員会が存在すること

が望ましい。

(3) 先行事業

出版は，企画から編集 ・印刷 ・出版に至るまで長

L、j羽闘を要する。したがって，設立H寺の経営を円滑

に進めるために，出版会が正式に発足するまで，将

来の設立の合意のもとに先行事業委員会を設け，準

備作業を行なう必要がある。

先行事業として計画される出版物は，京都大学学

術出版会のスタートにふさわしい水準の，そして出

版会の全体像をある程度反映しう る刊行物の極類と

刊行点数であることが望ましし、。

5. 出版会の財政と経営

出版会が，大学人自身による大学独自の出版機構を通

じての学術 出版〈以下「大学出版」という。〉を行な

い，学術研究活動の助成 ・振興を目ざすことは，すでに

述べたところから明らかである。その目的に沿って具体

的な事業を進めるにあたって，その財政的韮盤 ・経営は

どのようになるのか。出版を中心としつつ，この点につ

いて述べれば，次のような形をとるであろう。

(1）基金に基づく事業

出版会の事業は，すでに述べたように，公益的性

格をもつものである。形式的に公益法人である財団

法人の形をとるか，任意団体の形をとるかを問わ

ず，公益的団体として事業を行なうことになる。し

たがって，一定の基金を設け，その基本財産の果実

と迎用財産とにより，上述のごとき本会の目的に沿

った出版ならびに学術助成 ・娠興が行なわれる。研

究活動の助成 ・振興については，このような基金の

運用によって十分な成果が得られるであろう。しか

し，出版そのものについては，慎重な取り組みが必

要である。限られた基金に基づいて，大学の研究活

動が要望する大学出版に，できるだけ効果的に応ず

るためには，その運用方法に一段の工夫をこらさな

ければならない。

(2）基金を運用しつつ行なう出版事業

出版にあてられる資金を，効率的に運用するため

には，出版に要する費用の一部を出版会が負担した

り，文部省その他の出版助成金の援助を得て出版を

行なったり，あるいは，出版のための諸準備を代行

する形での助成を行なうなど種々の方法が考えられ

る。しかし，これらの方法による出版助成も，おの

ずから限度がある。より多くの学術書を刊行するた

めには，出版会は，基金の一郎を運用して，事業と

して出版を行なう方法をとらざるをえなし、。採算性

を十分考慮した頒布 ・資金回収を繰返し，資金の回

転及ひ・資金の増加を図ることによって，継続的に，

かつ， ~I可次規肢を広げつつ，出版活動を行なうわけ

である。

ここに至れば，出版事業という面において，通常

の企業出版と共通な問題性をはらむこととなる。

(3）大学出版の特徴

大学出版は，企業出版とは異なる要素をもつもの

であり，企業出版のなしえない出版活動を行なうこ

とができる。

大学出版は，まず，営利の追求 ・配当を不要とす

る点で大きな特徴をもっ。 一定の資金が，営利を目

的とすることなく ，使用され運用されるのである。

より大きな基金が基となればなるほど，この利点は

より大き くなる。また，学術出版の企画 ・編集 ・出

版に特に要求される，学術的専門的知識を要する作

業も， かなりの部分において，学内の協力に期待で

きる。また， 出版動向に関する情報についても，研
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使命，すなわち知識の維持，促進，普及という本質的機

能の実現について，必須の機構である。さらに，このよ

うな媒体を通じてこそ，真の国際的学術交流の成果が実

りあるものとなるものである。京都大学にとっても，そ

の使命達成のためには，この種の出版部を欠くことはで

きなし、。

われわれは，この委員会を通じて，京都大学における

大学出版部の設立の準備について，慎重にしかし怠欲的

に検討をつづけた。全学の教職員諸氏の御厚情ある御支

援のもとに，委員諸氏の献身的な協力が，この報告｛！｝に

結実した。

われわれは，一日も早く，京都大学学術出版会の発足

することを熱願している。さらに，その実現のために，

各界の物心両面にわたる御理解と御支援を希求してやま

ないものである。

報広大京

附．学術出版会設立準備委員会委員名簿

属 ｜ 氏 名 ｜

学 部 ｜ 佐竹昭康 I 

育学部 ｜ 蜂屋 底
（昭和58年 3月31日まで）

河合隼雄
（昭和58年4月 1日から）

福島徳穏郎

菱山 泉

O潟畑 茂

両折修二

中垣正 幸

西島安則

坂本鹿

森

分 l
l文教

［法学部

経済学部

理学部

医学部

薬学部

工学部

農学部

教養部

基礎物理学研究所

第2号 ！木材研究所

l人文科学研究所

第3号 ｜附属図書館長 10高村仁一
｜ ｜（昭和57年 3月31日まで

｜第4号委員）

部 ｜ 藤淳令夫

部 ｜ 富田和久

部翠川l 修

授 ｜ 阪倉篤義

授 ｜＠林 良平
（昭和57年3月31日まで
第3号委員）

長｜

。

所区

毅

郎

昌

夫

究 ・調査 ・教育の現場である大学においては最新

の，かつ，確実度の高いものが得られる。

これらの諸要素は，一般の企業出版では取り上げ

難い学術的出版物の刊行を可能ならしめるであろ

う。

い） 出版事業の構造と問題点

出版が事業として行なわれる限り，その構造に発

する問題点は，大学出版といえども避けられない。

まず，当然のことながら，出版そのものの直接生

産費（製作費のみならず事業維持のための人件費 ・

物件費を含む〕及び著者に対する印税，流通のため

の費用一間接費を要する。これらは，最終的には頒

布価格によって賄われなければならなし、。

さらに，学術出版については，製作工程にかなり

の回数を要すること，出版，頒布されたのち資金の

回収されるまでに，かなりの日数を要することに問

題がある。この間の資金回収のおくれによる費用負

担は免れることはできなし、。また，そこに働く経済

法則を無視することもできなし、。

したがって，大学出版は，このような状況を踏ま

えて，いかにして自己のもつ利点を生かし，その本

来の使命を遂行するか，という問題性と直面せねば

ならないことになる。

公益事業としての運営

出版会が，上述のような形で出版事業をも行なう

にあたり，公益事業としてなされるべきことについ

て，一言しておきたL、。

出版会の目ざす学術出版活動は，大学の使命達成

の一環であるとの信念は，すでに詳述したところで

ある。また，その具体的内容においても，其に公益性

：こふさわしいものであるよう，格段の努力と自制を

なすべきであり，そのための方途にも十分配慮を尽

くすべきことも前述した。採算性を考慮しつつ出版

物を蓄積すると しても，それが利潤を追うものでな

く，上述の大学出版の趣旨を生かすべき出版を追求

するものである限り，公益的事業の一環として評価

されてしかるべきであろう。かりに投下された資金

を上回るものが回収されたとしても，それが再び大

学出版に投下され，あるいは，基金の増加として扱

われ，出版会の目ざす公益事業の発展に寄与するも

のである。ただし，公益的団体の事業として，どのよ

うな組織上の位置づけをなすべきかは，実施にあた

って，世論に応えうる処置がなされるべきである。

二

隆

哲
口

屋

牧

樋

古

教

教

学

学

学

誉

誉

文

理

医

名

名

第 I号

第4号

(5) 

徹田浮局務第5号 ｜事

（＠印は委員長，O印は委員長代行）
おわりに

繰返し述べたとおり，大学出版部は，大学の果すべき
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く部局の動き〉

理学部・瀬戸臨海実験所

研究棟及び実習宿泊棟落成式

理学部附属瀬戸臨海実験所（和歌山県西牟事郡

白浜町）の研究棟及び実習宿泊棟が完成し， 6月

8日午後2時から研究練講義室において，沢田敏

男総長，高野文雄文部省管理局教育施設部計画課

長，字尾康秀白浜町長代理をはじめ，学内外から

多数の来賓の出席のもとに，創設60周年記念を兼

ねた落成式を挙行した。

新営の 2建物は，昭和9年以降に建築 ・使用さ

れていた木造建物4棟に代るもので，いずれも鉄

筋コンクリート造りの 2階建，一部平屋で，風致

地区の景観を損なわないよう配膳されている。研

究棟はほぼ旧研究室本館の位置に，実習宿泊棟は

旧博物館の跡地にある。

研究棟 1階は床面積 839m2，講義室 ・学生実習

室のほか外来研究室を設けて学内外の利用に供

し，各種顕微鏡 ・分析機器 ・ドラフト ・恒温室 ・

飼育室 ・暗室など，主として共通使用設備がおか

れている。研究棟2階は床面積 387m2，所長室 ・

会議室 ・標本室のほかはすべて教官 ・大学院学生

の研究室となっている。

実習宿泊棟は，繍酒で落ち着いたたたす．まいで

ある。 1階は床面積 308m2で，食堂兼談話室 ・調

理室 ・大小浴室 ・使所などのほか 3宿泊室， 2階

は床面~｛ 279m2で7宿泊室と便所 ・洗面所を備

え， 50人収容できる。屋上には太陽熱温水器を設

置して，調理室 ・浴室の給湯に利用している。

附帯して新営した合併処理槽には，水槽室（水

族館）を除き，新営2建物をはじめ在来の学生部

海の家を含むすべての建物の生活排水 ・汚水を集

めて，地元の欣流基準に合致するように絡化処理

している。飼育海水は雨水に併合し，洗浄化学廃

液 ・ホルマリン廃液は別系統の貯溜檎に導いてあ

り，このため，流しの使用区分を厳重にしている。

今回の建築工事に先立って行なった遺跡調査

で，製塩石敷炉跡が出土した。これは固定 ・移築

して，水族館前広場の北面に展示 ・公開してい

る。

（理学部）

瀬戸臨海実験所全景 （左から水族館，完成した実習宿泊棟及び研究棟）

く紹介〉

結核胸部疾患研究所

病理学研究部門

本研究所病理学研究部門において老化促進モデ

ルマウスがはじめて開発されたので，このマウス

を簡単に紹介することにする。

1968年， 米国 Jackson研究所より入手した

AKRマウスを本研究所病理学研究部門にて兄妹

交配により維持していたところ，1973年頃より腹

(litter）によって急速に老化現象一活動性の低

下，脱毛，被毛光沢の減退 ・消失，被毛粗雑，眼

周囲病変，白内障，脊椎前智増強，寿命の短縮ー

を示すものがあるのに気づき（写真 1），これら
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老化が著しく進行している代表的な 5

腹を選び，これらに由来する系統を P

-1,2,3,4,5とし，対照とし

て同じく AKRにて比較的緩除な正常

老化を示すと考えられる 3腹を選び，

これらに由来する系統を R-1, 2, 

3として比較検討した。

まづ老化度を客観的に評価する：た

め，一定の判定基準を設け，行動性，

皮脂，限，脊柱の計11項目について，

その程度に応じて Oから 4までの評点

を各動物ごとにつけて観察した。この

結果生後4ヶ月齢までは上記正常老化

を示すR系と老化を示すP系の聞に差

写真 1 12ヶ月附老化促進モデルマウス（上側）とR系マウ

はなかったが 6ヶ月齢に至り明瞭な差

を示しP系で老化促進があることが裏づけられ

た。その後も P系の評点増加は著しいがR系も加

齢と共に除々に増加し生後24ヶ月齢の老化度は P

系の12ヶ月齢に匹敵することがわかった。この中

で P-3系にみる特徴的な所見として白内障の高

頻度の出現 (12ヶ月齢27.4%, 16ヶ月齢69.0%) 

がある（写真 2）。

一方，P,R両系の集団としての老化特性を，

成長曲線，生存率，ゴムベルツ間数，寿命の諸点

について観察したところ， P系にみる老化は正常

な成長の後に急速に招来する老化即ち accelera-

ted senescence （促進老化）であり， このこと

より私達はこの P系を SenescenceAccelerated 

Mouse (SAM；老化促進モデルマウス）と命

名した。

次に SAMの姥死例の病理解剖学的観察の結

果， P系にみる主要病理所見は全身性アミロイド

ーシス（表紙写真），肺炎等の炎症性変化，淋巴

腫，肺癌等の腫蕩病変（但し AKR本来の胸腺腫

の頻度は激減）であり，生後一定時期に一定の病

気で死亡することはなかった。

上記 SAMにみる特徴的な所見のうち代表的な

2' 3についてのべると，まづアミロイド症は基

礎疾患なしに加齢に伴ってその頻度をます全身性

アミロイド症で，この沈着アミロイドの生化学的，

免疫化学的検討の結果，今までに報告をみない新

しいアミロイド蛋白であることが判り，我々はこ

れを SAMにみる老化に関連して現れる老化アミ

ス（下側）の外観。明らかに著しい“老化徴候”が
上側にみられる。

ロイド（senileamyloid; AS）という意味で

ASSAM と命名した。現在このアミロイドの前駆

蛋白と考えられるリポ蛋白が SAMのみならず他

系統正常マウス血清中に存在することが判り，

老化アミロイド沈着機構も遠からず解明されるこ

とが期待される。次に SAMにみる神経系の変化

は現在詳細に検討中であるが，神経細胞の退行性

病変，神経細胞老化の一つの指標と考えられてい

る好酸球小体の出現等が P系に若齢から現れ，

加齢に伴い頻度が増加する傾向がみられ，行動性

の低下等の関連において今後の更なる追究が期待

される。また P-3にみる白内障は生後12ヶ月齢

より急速に頻度がますことより，いわゆる従来か

ら報告されている先天性白内障とは明らかに異な

り，ヒト老人性白内障モデルとして注目される。

現在病理学研究部門において以上のような特徴

を有する SAM4系統（P-5は 7代以後継代不

能） ' R系3系統，計五千匹が飼育維持されてお

り， P-1 , P-2 , P 3 , R-2で兄妹交配20世

代を経て純系化した。 P-4 , R-1 , R-3系統も

l年以内に純系化を達成する見込みである。老化

L R 

いき｜
写真2 13ヶ月齢P-3系マウス左限より刷出さ
れた白内障レンズ（L）。正常な右服レンズ（R)

に比し，ほば完全に白濁化しているのがわかる。
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の基本機構は，現在まだほとんど不明であるので，

老化モデル動物，特に実験的操作を全く加えずに

自然に老化を示す本モデル動物が有用であること

については論をまたなし、。老化アミロイド沈着と

老化，老化と免疫機構，心血管系，神経系， 白

内障，栄養，遺伝， DNA修復機能，情報翻訳の

fidelity，過酸化物，また老化現象の数理解析等

く保健コーナー〉

スポーツ ・運動のすすめ

健康の保持増進のためには，環境の改善と同時

に個人のライフスタイルが大切であることは申す

までもありません。仕事，休息，食生活， l瞥好品

なと．への保健的配慮は，個人の選択にまかせられ

た面が広いだけにより重要です。そのーっとし

て，日常生活にスポーツ活動をとり入れ，これを

習慣化していくこと，即ち生涯スポーツが近年強

調されるようになり ，一般的な認識も高まる傾向

にあることは喜ばしいことです。

「運動不足病」と名づけられた本が， H クラ

ウスとW. ラープによって書かれたのは20年ほど

前のことです。運動不足病と称する単一な病気が

あるわけではなく，運動が不足している場合に

は，腰痛，日や首の凝り，冠動脈性心疾患（狭心

症や心筋硬塞など），↑青緒不安定などが起こりや

すいという意味で‘す。。
さて，本学教職員の運動習慣の実状はどうでし

ょうか。昨年度の人間ドック受検者に協力を願っ

て，日常の運動習慣の有無についてアンケート調

査を行いましたので，ここにその成績の一部を紹

介し，血液の脂質組成からみた運動の効用につい

てふれてみましょう。。
受検者の中で何らかのスポーツ ・運動を定期的

に心がけている人は，男子で約30%，女子で約17

%でした。この中には月に 1回のコ’ルフ，或いは

週に l回程度の体操をやっている人から，ほとん

ど毎日ジョギングに汗を流している人までが含ま

れ，運動の種目，頻度，強度はさまざまです。い

々，老化の基本機構にかかわる諸問題の解明に本

モデルマウスが大きく貢献することを期待できる

からである。なお，木モデルマウスは希望する内

外の研究者に近く配布を始める予定で，各分野の

専門家による解析が本モデノレマウスを用いて始ま

ることになり ，その成果が期待される。

（結核胸部疾患研究所）

ま，受検人数の多かった男子だけについて，これ

らの人々 を運動群とし，その他を非運動群として

2つに分け，両群について血液中の総コレステロ

ール， HDLーコレステロール， 中性脂肪の平均値

を年齢層別に算出してみました。

その結果，総コレステローノレと中性脂肪はどの

年齢層においても運動群が低値を示し，特に45～

55歳では著明な差異がみられました。一方， HDL

ーコ レステロールは 30歳代では差呉はみられませ

んが，やはり45～55歳の年齢層では著明な高値が

証明されました。総コレステロールと中性脂肪の

増加は，いずれも動脈硬化を促進すると言われて

いるもので－す。 HDLーコレステロールは反対に

動脈硬化の成立にプレーキをかける作用があると

されていますので， J]lj名を善玉コレステロールと

呼ばれます。そして， （総コレステロール値－

HDL－コレステロールイ直）： (HDL－コレステロー

ル値）の比は動脈使化指数と呼ばれていますが，

上述の結果から，運動群におけるこの指数は各年

齢層ともかなり低くなっていることが理解されま

す。

次に，運動の頻度別に，過2回以上の運動をし

ている群と，それ以下の頻度で運動している群を

比較してみますと，前者では動脈硬化指数が著明

に低いことが確かめられました。 t!flち，同じ運動

群であっても，その頻度によって効果はかなり異

なることを示しています。動脈硬化の進展を強力

に阻止するには，少なくとも週に 2回以上の運動

を続ける方が，より効果的であると言えます。結

論的には，運動習慣のある人は，ない人に比べて

「血が若L、」と言えますし，その効果は特に45～

55歳頃に著明であり ，週に 2回以上の運動を続け

るときによ り効果的と言えましょう。
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。
日本人の余暇活動の特徴として， 自宅での休

息，気晴らし外出，つき合いの時聞が多く，一般

に活動性，多様性に欠けていると言われていま

す。また，余暇活動を充実させていくうえで妨げ

になっているものは，経済的条件よりは時間的制

約に求められる傾向が強いとされています。本学

教職員でも， 「運動をしていない理由」として

「時聞がなし、」とする回答が過半数を占めてお

り，特に教官群に多くみられました。教官は他の

職種に比べてより多くの仕事を抱えているようで

す。

余暇活動は仕事を充実させるためのものとの考

え方がやはり主流なのでしょうか。余暇そのもの

の意義を改めて考え直すとともに，保健のための

スポーツ活動について，認識を深めることが望ま

れます。

（保健管理セ ンタ ー 北村李軒）

5.申込み及び利用に関する詳細は，体育会事

白馬山の家の夏季開設 務室（西部構内総合体育館内，電話学内

2574）に照会してくださし、。

本学の学生及び教職員の厚生地設として，例

年夏季及び冬季に開設されている白馬山の家

を，今夏も下記により開設します。

この山の家は，中部山岳民l立公園白馬山麓の

栂池高原にあり，雄大な北アルプスの峰々に四

まれ，登山及び避暑ーなどに最適です。

なお，建物は， 山小屋風の木造地上2階，地

下 1階建で， 間取 りは， l階が食堂兼談話室，

2階が寝室（ベッドで 42名収容），地階が浴

室，乾燥室等からなっています。

記

1 .名称京都大学白馬山の家
あ ずみ おたり ち （I乙

2.所在地長野県北安曇郡小谷村大字千国字

柳久保乙869の2

（交通機関）

国鉄大糸線「白馬大池駅」 下車，松本電鉄
釘や はら

パス 「親の原」下車，徒歩約20分

3.開設期間 7月10日（日）から 8月20日

（土）まで

4.所要経費 1人 l泊 使用料80円，ほかに

食費等実費程度

同一
柳本弛次郎（教養部管理掛管理主任）

6月9日逝去，52歳。lll.l和20年理学部勤務，同40年教

養部に配置換，同47年教養部管理掛管理主任。 昭和50年

本学永年勤続者表彰（30年勤続〉を受ける。

体育館附属プールの夏季利用

本学の学生及び教職員は，体育館附属プール

を下記により利用できます。

なお，詳細については，学生部厚生諜厚生掛

（西部構内体育館内，電話学内 2590）に照会

してください。

記

期間 7月20日（水）から

8月31日 （水）まで

ただし，土曜日及び日曜日は使用でき

ません。

時間正午から午後2時まで

（備考）

1. 都合により使用を休止する日もありま

す。

2.利用に際しては，必ず職員証または学生

証を呈示してくださし、。

（学生部）

阪口 吉蔵（医療技術短期大学部教授 ・理学博士）

6月27日：逝去， 61歳。本学理学部卒。昭和50年本学医

療技術短期大学部教授就任。蒋filjtt生物学，医動物学。

橋本 要（ウイ Jレス研究所事務官）

6月28日逝去，60歳。昭和41年からウイノレス研究所に

勤務。
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